
郵
政
民
営
化
に
対
す
る
意
見
書

明
治
４
年
の
創
設
以
来
、

１
３
０
有
余
年
の
歴
史
を
重

ね
て
き
た
郵
便
局
は
、

あ

な
た
の
町
の
郵
便
局

と
し

て
全
国
津
々
浦
々
に
約
２
４

７
０
０
局
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
通
じ
、
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
誰
に
で
も
、
あ
ま
ね

く
公
平
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

し
、
地
域
住
民
か
ら
一
番
身

近
な
国
営
機
関
と
し
て
親
し

ま
れ
て
き
た
。
今
後
も
地
域

の
経
済
生
活
の
安
定
と
福
祉

の
向
上
に
果
た
す
役
割
は
、

極
め
て
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
政
府
は
昨
年
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定
例
会
最
終
日
に
市
長

か
ら
提
出
さ
れ
た
平
成

年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
を
は
じ
め

件
の
決

算
認
定
の
審
査
は
、
決
算

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

審
査
を
行
う
こ
と
に
し
ま

し
た
。

審
査
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
次
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

議会費は 万円減
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報 酬 円 ％

議員 人（議員定数 人）
（報酬月額）
議 長 円
副議長 円
委員長 円
議 員 円

給 料 円 ％ 事務局職員：６名
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月
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
に

お
い
て
郵
政
三
事
業
を
民
営

化
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
、

２
０
０
７
年
の
民
営
化
移

行

を
目
指
し
、
平
成

年

８
月
の
集
中
審
議
を
経
て
、

基
本
方
針
を
ま
と
め
、
平
成

年
１
月
の
通
常
国
会
に
法

案
を
提
出
し
、
民
営
化
を
実

現
し
た
い
と
し
て
い
る
。

郵
便
局
が
民
営
化
さ
れ
る

と
、
採
算
の
と
れ
な
い
地
域

の
郵
便
局
は
な
く
な
り
、
現

在
の
地
域
住
民
が
簡
便
、
公

平
に
安
心
し
て
利
用
で
き
る

国
営
と
し
て
の
公
益
事
業
、

い
わ
ゆ
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ

ー
ビ
ス
が
で
き
な
く
な
る
と

と
も
に
、
情
報
・
安
心
・
交

流
の
場
も
な
く
な
り
、
こ
れ

か
ら
ま
す
ま
す
加
速
す
る
高

齢
社
会
に
お
け
る
住
民
生
活

に
大
き
な
打
撃
を
与
え
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。

マ
ス
コ
ミ
の
情
報
に
よ
る

と
国
民
の
約
半
数
が
今
回
の

閣
議
決
定
に
対
し

適
切
で

は
な
い

も
し
く
は

慎
重

に

と
回
答
し
て
お
り
、
今

後
と
も
郵
便
・
郵
便
貯
金
・

簡
易
保
険
の
３
事
業
一
体
で

地
域
社
会
に
密
着
し
た
郵
政

公
社
と
し
て
健
全
な
経
営
に 多くの市民に利用される郵便局

取
り
組
み
、
さ
ら
に
充
実
し

た
公
平
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
期
待
し
て
い
る
。

政
府
に
お
か
れ
て
は
以
上

の
こ
と
を
十
分
理
解
さ
れ
、

一
層
の
公
共
的
、
社
会
的
役

割
を
果
た
せ
る
よ
う
に
す
る

と
と
も
に
、
平
成

年
４
月

に
発
足
し
た
郵
政
公
社
の
経

営
の
効
率
化
や
サ
ー
ビ
ス
の

改
善
等
の
成
果
を
十
分
な
検

証
と
併
せ
慎
重
に
論
議
し
、

国
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ

う
に
努
め
、
拙
速
な
郵
政
民

営
化
を
行
わ
な
い
よ
う
強
く

要
望
す
る
。

平
成

年
８
月

日
午
後
、

沖
縄
県
宜
野
湾
市
の
沖
縄
国

際
大
学
構
内
に
、
米
海
兵
隊

所
属
の

ー

ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
が
墜
落
、
炎
上
す
る

と
い
う
大
惨
事
が
起
こ
っ
た
。

さ
ら
に
こ
の
事
故
に
際
し
、

米
軍
は
日
米
地
位
協
定
を
盾

に
し
、
拡
大
解
釈
に
よ
り
墜

落
現
場
及
び
周
辺
へ
の
立
ち

入
り
を
制
限
し
、
日
本
側
の

行
政
関
係
者
や
警
察
な
ど
に

宜
野
湾
市
の
米
軍
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

墜
落
事
故
に
抗
議
し
、
日
米
地
位
協

定
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

よ
る
現
場
検
証
を
妨
げ
、
事

故
原
因
の
究
明
や
被
害
実
態

の
把
握
に
支
障
を
き
た
す
な

ど
、
日
本
の
主
権
が
侵
害
さ

れ
る
と
い
う
異
常
な
事
態
ま

で
引
き
起
こ
さ
れ
た
。

こ
の
事
態
に
地
元
自
治
体

や
県
、
多
く
の
住
民
が
抗
議

し
、
米
軍
機
の
飛
行
中
止
を

求
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

事
故
発
生
か
ら
わ
ず
か
十
日

後
に
、
再
び
墜
落
し
た
も
の

と
同
型
機
を
飛
行
さ
せ
た
こ

と
は
言
語
道
断
で
あ
る
。

９
月

日
に
は
、
宜
野
湾

市
に
お
い
て
３
万
人
の
市
民

が
参
加
し
、
ア
メ
リ
カ
軍
に

抗
議
し
、
普
天
間
基
地
の
早

期
返
還
と
、
日
米
地
位
協
定

の
見
直
し
を
求
め
る
決
議
が

採
択
さ
れ
た
。

京
田
辺
市
議
会
は
、
沖
縄

県
で
米
軍
兵
士
に
よ
る
少
女

暴
行
事
件
が
起
き
た
平
成
７

年
の
９
月
定
例
会
に
お
い

て
、

米
兵
の
少
女
暴
行
に

抗
議
し
、
容
疑
者
の
即
時
引

き
渡
し
と
地
位
協
定
の
見
直

し
を
求
め
る
意
見
書

を
全

会
一
致
で
採
択
し
た
。
今
回

の
事
件
は
、
日
本
国
民
の
安

全
と
生
命
を
脅
か
し
、
主
権

を
侵
害
す
る
事
態
で
あ
り
遺

憾
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ

て
は
、
米
軍
の
活
動
か
ら
日

本
国
民
の
安
全
を
守
る
た

め
、
ア
メ
リ
カ
政
府
に
対
し

平
成

年
９
月

日
付

け
で
、
一
新
会
の
幹
事
が

羽
原
豊
議
員
か
ら
喜
多
英

男
議
員
に
変
更
に
な
り
ま

し
た
。 幹

事
の
変
更

幹
事
の
変
更

毅
然
と
し
た
態
度
で
、
以
下

の
点
を
実
現
さ
れ
る
こ
と
を

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

記

１．
米
軍
ヘ
リ
墜
落
事
故
の

被
害
の
徹
底
調
査
と
事
故
原

因
を
明
ら
か
に
し
、
す
べ
て

の
被
害
に
対
す
る
謝
罪
と
完

全
補
償
を
早
急
に
実
施
す
る

こ
と
。

２．
日
米
地
位
協
定
を
早
期

に
見
直
す
こ
と
。

年（平成 年） 月 日


